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	XPO1/CRM1 を介した核外輸送の補因子として、おそらくは輸送複合体の足場タンパク質として機能します。XPO1/CRM1 に結合して、XPO1/CRM1 とカーゴの相互作用を安定化します。XPO1/CRM1 を介した核外輸送の補因子として、おそらくは輸送複合体の足場タンパク質として機能します。XPO1/CRM1 に結合して、XPO1/CRM1 とカーゴの相互作用を安定化します。Ran に結合した GTP がない場合、XPO1/CRM1 が核膜孔複合体に結合できなくなります。CHC1/RCC1 に結合して、CHC1/RCC1 のグアニンヌクレオチド交換活性を高めます。Ran 依存的に XPO1/CRM1 を CHC1/RCC1 にリクルートします。R-SMAD タンパク質、SMAD2、SMAD3 と相互作用して、それらの核外輸送を仲介することにより、TGF-β シグナル伝達の負の調整因子となります。
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	293 細胞溶解物中の RANBP3 発現のウエスタン ブロット解析。

